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愚山 閏章（施閏章 : 字は尙白，号は愚山。安徽宣城の人。明･萬曆四十六年（一六一八）～清･康煕二十二
年（一六八三）。順治六年己丑科（一六四九）二甲二十六名の進士 /康煕己未科博學鴻儒科二等四名の進士）
の史館に在りて作りし「文逹列傳」を見るに，頗る微詞を致し，敢て然りと謂わず。施（施閏章）　或い
は未だ毅菴（黃汝良）の此の論を覩ざるのみ（『池北偶談』卷九・談獻五・「 康齋李文逹」条）。
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景泰帝は皇太子を取り換えようとして，宦官の金英にいう。七月二日は，皇太子の誕生日であ
る，と。すると金英は叩頭して，皇太子のお誕生日は，十一月二日でございます，と。このた
め景泰帝は憮然となった。ここで景泰帝いう誕生日は，自分の子の見濟を指し，金英のいった
のは，後の憲宗のことを指していた。唐の魏徴の対話と似ている，という。
　王世貞は，『憲章錄』のこの対話を引用したうえで，「此れ野史に本づけば，據る可きに似た
り」とするものの，これは時間的につじつまが合わず，おそらくは好事家の手に出たものであ
ろうと考える。ただし，金英は，優秀であり，他の宦官とは比較にならないとする。
　　 此れ野史に本づけば，據る可きに似たり。但だ之を史に攷えるに，景泰元年，上（景泰帝）
　金英を怒り，其の結黨（徒党を組む）の市恩（恩を施す）を發し，家人（僕人）の中の
鹽を縱にする等の事に及び，論斬（斬首の判決）及び戍謫を論ぜらるること差有り 12）。［金］
英　都察院の獄に下り，亦た罪斬を論ぜらるも，詔もて之を禁錮とし，［金］英の家　幾
んど籍せらる。豈に東宮の生日の説　［金］英の未だ下獄の前に在らんや。或いは景帝（景
泰帝）の怒るは此れに繇らんや。但だ其の時は帝（景泰帝）　方に卽位せんとし，殊に未
だ易儲の念を萌さず，應に東宮の説有るべからざるなり。［金］英の赦出は，必ず三年の
間に在り。當時，儲位　已に定まり，帝（景泰帝）　何ぞ必ず復た東宮の生日を言わん。［金］
英　猶お危疑の間に在りて，豈に敢えて此の對を作さんや。［金］英　能く南遷の議を斥く。
又た能く此の對語を作すは，誠に凡品に非ず。但だ恐らくは好事なる者の因りて之に附會
するのみ。然れども［金］英　嘗て南京に使いするに，獨り薛瑄　出でて見 (まみ )えず。
［金］英　使して迴り，景帝（景泰帝）　見る所　誰が良しと爲す者なるかを問うに，［金
英が］曰く，僅かに一の薛公（薛瑄）なるのみ，と。然らば則ち［金］英の賢　殆ど他の
璫の比に非ざるなり（『弇山堂別集』卷二十四・史乘考誤五）。
これは野史にもとづいており，確かなことのように思える。ただし『實錄』の記載から考えて
みると，景泰元年に景泰帝は金英に対して怒りをあらわにし，その一党が恩を売ることから，
家人（僕人）の鹽の販売を好き勝手に行なったことまでを告発し，金英の一党を斬首から戍謫
までのそれぞれの処分にした。金英も都察院の獄に入り，斬を宣告されたものの，景泰帝が詔
12）　『實錄』には，つぎのように記録される。
　　　 　［景泰元年六月丁亥（十五日）］都察院　奏すらく，司禮監太監の金英の家人の李慶等，官鹽を支（支給）
されること多く，淮安府民の船六十餘艘を挾取して鹽を載せ，因りて船夫を杖死するに及び，［李］慶を
絞に坐し，餘は俱に杖す。以て［金］英を劾せず，と。刑科給事中［『國榷』（卷二十九・「代宗景泰元年
六月丁亥（十五日）」条・一八五九頁）では，「刑科給事中の張聰」と名前を挙げる］は，［金］英　怙寵（寵
を恃んでおごる）もて君を欺き，懷姦（心に奸詐を懐く）・稔惡（罪惡はきわめて重い）なり。左都御史
の陳鎰・王文，監察御史の宋瑮・謝琚は，權を畏れ勢いを避け，長姦を縱惡（野放しにする）にす，と劾す。
帝（景泰帝）　曰く，［金］英は，朕（景泰帝）　自から之を處せん。［陳］鎰等は其れ錦衣衛に命じて逮治
（逮捕断罪する）せん，と。時に十三道監察御史も亦た［金］英を劾せざるを以て，罪に及ぶを恐れ，遽
に上章して自伏すれば，皆な之を宥
ゆる
す（『大明英宗法天立道仁明誠敬昭文憲武至德廣孝睿皇帝實錄』卷之
一百九十三・廢帝郕戾王附錄第十一・「景泰元年六月丁亥（十五日）」条）。
93明・景泰帝の諡號について（2）
をだして禁錮とし，［金］英の家財は大部分が没収された。皇太子の誕生日の対話は，この下
獄の前にあったのだろうか。もしくは景泰帝が怒ったのはこの対話に原因したのであろうか。
ただ景泰元年は景泰帝の即位したての頃であり，まだ特に皇太子の廃止・変更の気持ちは萌し
ていない。この対話はあるはずはない。［もしもこの対話があったとするならば］金英が赦さ
れた景泰三年までのあいだであろう。それ以後は，皇太子の変更は定まっており，景泰帝はど
うして誕生日のことを持ち出さなければならなかったのか。また金英は自分が疑われていた［景
泰元年の］時に，あえてこの回答を行なうであろうか。金英は，英宗が土木堡で捕虜になった
時になされた南遷の提案を斥けている。さらにこうした対話を行なっているとしたならば，ほ
んとうに非凡である。ただ，おそらくは好事家の手に出たものであろう。だが，金英は，南京
に使いした時，薛瑄だけが面会しようとしなかったことから，反対に景泰帝に薛瑄を推薦した
ことがある。やはり，金英は他の宦官とは比較にならないほどすぐれていたのである，と王世
貞はいうのである。
　ただし，新しく皇太子に立てられた景泰帝の長子の見濟は，景泰四年十一月辛未（十九日）
に亡くなってしまう。そして，「懷獻」という諡が贈られている。
　　 皇太子見濟　薨ず。「懷獻」と謚す（『大明英宗法天立道仁明誠敬昭文憲武至德廣孝睿皇帝
實錄』卷之二百三十五・廢帝郕戾王附錄第五十三・「景泰四年十一月辛未（十九日）」条）。
　　 ［景泰四年十一月］辛未（十九日），皇太子見濟薨ず。懷獻と諡す（『國榷』卷三十一・「代
宗景泰四年十一月辛未」条・一九六八頁）。
すでに検討したように，皇太子の見濟は，かぞえで八歳から五歳までの間に亡くなったと考え
られる。
　では，この「懷獻」の諡号はどのような意味を持っていたのであろうか。まず「懷」字につ
いては，『史記』正義に引く「諡法解」では，「義を執りて善を揚ぐるを懷と曰う」13）の意味
とともに，「慈仁（仁愛）なるも短折するを懷と曰う」とある。陳逢衡は，『逸周書補注』で，
次のように補注をつけている。
　　 義を執りて善を揚ぐるを懷と曰う。『獨斷』同じ。『史記正義』に「懷」を「德」に作る。『通鑑』漢
紀注に引きて「執義行善曰德」に作る。
　　　孔［晁］注 :人の善を稱す。 
　　　 補注 :春秋の時，晉に懷公圉・陳に懷公柳有り。『爾雅』釋詁［下］に「懷は，止なり」と。
義に止まる故に「義を執る」なり。『詩』周頌［時邁の「懷柔百神」条の毛傳･集傳］の
注に「懷は來」なり，と。能く衆善を來らす，故に「善を揚ぐ」。
　　 慈仁（仁愛）なるも短折（夭折）するを懷と曰う。『後漢書』の「章德竇皇后」の諡を恭懷とす
るに注して諡法の「慈仁（仁愛）折（哲）行を懷と曰う」を引く。
13）　朱右曾の『逸周書集訓校釋』六・諡法弟
ママ
五十四・「執義揚善曰懷・慈仁短折曰懷」条に，「揚は，稱なり」
と注がある。この注によると「義を執りて善を揚
となえ
るを懷と曰う」となる。
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　　　 孔［晁］注 :短は，未だ六十ならず。折は，未だ三十ならず。注に訛有り。說は「短折不成曰殤」
の下に見す 14）。
　　　 補注 :其の德　人に在るも，大年の享無し。故に黎民　之を懷く（『逸周書補注』卷
十四・二十九葉・「執義揚善曰懷」/「慈仁短折曰懷」条）。
陳逢衡によれば，「義に止まり，多くの善をもたらす」・「徳を有しているものの若死にしてし
まう」という意味となる。
　蘇洵の「諡法」には，
　　慈行なるも短折するを懷と曰う。
　　位を失いて死するを懷と曰う。
　　　 新たに改む。古に晉の懷公圉・欒懷子盈・楚懷王は，皆な國を失いて其の民　之を悲し
むを以ての故に諡して「懷」と曰う。未だ能く［未］來を懷うを以て諡して「懷」と曰
う者有らざれば，則ち人の懷うを以て諡して懷と為すの思いを主として懷なり（「諡法」
卷四・「懷二」条）。
という。「諡法」の「義を執りて善を揚ぐるを懷と曰う」を，「位を失いて死するを懷と曰う」
に改めている。蘇洵の「諡法」によると，「徳を有しているものの夭折する」ことや「位を失っ
て亡くなる」ことを「懷」の意味としている。
　また，『通志』諡略では，「懷」字を，「中諡法」の十四字の中の一字に分類し，それらの文字を，
悲しむべきことや，後が無い者に用いる文字であるとする。
　　 右，十四の諡は，之を閔傷に用う・之を後無き者に用う　（『通志』卷四十六・諡略第一・諡中）。
　すると，「懷」字に，は「義に止まり，多くの善をもたらす」という意味を持ちつつ，「寿命
を全うしない」の意味をもった諡字となる。
　さらに，「諡法解」には「懷は，思なり」とあり，『逸周書補注』では，「義を執りて善を揚
ぐるを懷と曰う」・「慈仁なるも短折するを懷と曰う」の意味を解釈しているという。
14）　晉の孔晁の「短は，未だ六十ならず。折は，未だ三十ならず」という注に対して，陳逢衡はつぎのように
批判する。
　　　　 補注 :晉の穆侯殤叔・宋公與夷　意びに「殤」と諡す。『儀禮』喪服傳に「年十六より十九に至りて死
するを長殤と爲し，十二より十五に至るまでを中殤と爲し，八歲より十一に至りて死するを下殤と爲し，
七歲より以下は無服の殤と爲し，生まれて未だ三月ならざるは殤を爲さず」と。『釋名』釋喪制に「未
だ二十ならずして死するを殤と曰う。殤は傷なり。哀傷す可きなり」と。［陳逢］衡　［以下のように］
案ず。前に「慈仁なるも短折するを懷と曰う」の孔注に「短は，未だ六十ならず。折は，未だ三十な
らず」と。當に此の處の「六十」は當に「十六」に作るべし，「三十」は「十三」に作るべし。葢し「長
殤」「中殤」を謂うなり。若し年　未だ六十ならざれば，下壽を去ること遠からず。焉くんぞ短なるを
得んや。「洪範」に「六極，一に曰く凶短折」と。「短」は上殤と爲し，「折」は下殤と爲す（『逸周書補注』
卷十四・三十六葉・「短折不成曰殤」条の補注）。
　　「短」が六十歳未満，「折」が三十歳未満では長すぎ，『儀禮』や『釋名』などの用例から考えると，文字をひっ
くりかえして十六歳・十三歳にするのがよい，というのである。
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　　懷は，思なり。
　　　 補注 :『爾雅』釋詁［下］に「懷は，思なり」と。此れ「義を執りて善を揚ぐるを懷と曰う」・
「慈仁なるも短折するを懷と曰う」の義を釋するなり（『逸周書補注』卷十四・五十九葉）。
　では，「獻」はどうだろうか。「獻」字については，『史記』正義に引く「諡法解」では，
　　聰明叡哲なるを獻と曰う（聰明叡哲曰獻）　　通知の聰有り（有通知之聰）
　　 知 質
うまれつき
にして聖有るを獻と曰う（知質有聖曰獻）　通ずる所有りて蔽うこと無き（有所通而無蔽）
とある。
　『逸周書』諡法解では，　　
　　聰明叡哲なるを獻と曰う（聰明叡哲曰獻）　　通知の聰有り（有通知之聰）
のみである。
　陳逢衡は，『逸周書補注』で，次のように補注をつける。
　　 聰明叡哲なるを獻と曰う（聰明叡哲曰獻）。『後漢書』孝獻皇帝に引くも同じ。『爾雅』釋言の郭注に「叡
哲」を「睿智」に作る。『獨斷』同じ。『後漢書』桓帝懿獻梁皇后の注に引きて「哲」を「智」に作る。
　　　孔［晁］注 :通知の聰有り。 
　　　 補注 :魯の獻公具　「獻」と諡す。『漢書』景十三王傳に，「河間王德　立，二十六年に
して薨ず。中尉の常麗　以て聞するに，曰く，王は身　端
なお
く，行ないは治まり，温仁恭
儉にして，篤
あつ
く敬い下を愛し，明知にして深く察し，鰥
やもお
寡
やもめ
を惠す，と。大行今（令）「謚
法に曰く「聰明叡哲なるを獻と曰う（聰明叡哲曰獻）」と。宜しく謚して「獻王」と曰
うべし」，と奏す」と。師古　曰く，獻は深なり，通なり，と（『逸周書補注』卷十四・
十五葉・「聰明叡哲曰獻」条）。
　また，朱右曾の『逸周書集訓校釋』六・諡法弟
ママ
五十四・「聰明叡哲曰獻・知質有聖曰獻」条では，
『史記』正義に引く「諡法解」によって，「知質有聖曰獻」条を補っている。
　　 「聰明叡哲」とは，視･聽･思の德を具う。孔［晁］　曰く，「知質有聖」は「通ずる所有り
て蔽うこと無き」なり，と。　　「知質」句は，舊と脫す。「史記正義」に據りて補す（『逸
周書集訓校釋』六・諡法弟
ママ
五十四・「聰明叡哲曰獻・知質有聖曰獻」条）。
こうした注釈からすると，「聰明叡哲曰獻」・「知質有聖曰獻」は，「聡明で明晰」・「知性が生ま
れつきですべてを理解している」などの意味かあるとする。
　蘇洵の「諡法」では，つぎのようにいう。
　　　獻二
　　聰明睿智なるを獻と曰う（聰明睿智曰獻）
　　　獻は賢なり。
　　德に嚮いて德を内とするを獻と曰う（嚮德内德曰獻）
　　　 今文尚書に云
しか
爾
いう
。注家　皆な云う，嚮とは惠なり，德とは元なり，と。其の義　當に通
ずべからず。『書』を以て信と為す。劉煕　以て「獻とは軒軒然として物の上に在るの
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稱なり」と爲す。内は亦た嚮なり。人　能く日々德に嚮う。惠は則ち衆の推仰する所と
為り。軒軒然として物の上に在り（「諡法」卷一・「獻二」条）。
　蘇洵は，「獻」には，「聡明で明晰」である，「日々德に向きあい德を会得する」などの意味
があるとするのである。
　王世貞は，この皇太子見濟の諡の「懷獻」について，
　　懷獻
　　　太子皇太子見濟。景泰。
　　　　右，慈仁短折，聰明睿智①（『弇山堂別集』卷七十四・諡法五）。
　　　　 ①『易』繋辭傳上に「古之聰明叡知，神武而不殺者乎 （古の聰明睿知　神武にして殺さざる者か）」。また，
『中庸』に「唯天下之至聖，爲能聰明睿知，足以有臨也（唯だ天下の至聖のみ，能く聰明睿知にして，
以て臨む有るに足ると爲すなり）」。
という。つまり「慈善仁愛の持ち主で若くして亡くなる」，「聡明で睿智の持ち主」という意味
を持っていたとする。
　また，管見の及ぶところ「懷獻」と諡されたのは，五代十国の南唐の後主の李煜の第二子の
李仲宣に贈られたものがある。
　　 是月（乾德二年〔九六四〕十月
①
），唐の宣城公仲宜　卒す。岐王に封ぜられ，「懷獻」と諡
す。仲宜　早に慧にして，昭惠后周氏　甚だ之を愛す。傷悲するに因りて疾を得。［乾德
二年〔九六四〕］十一月，昭惠后［周氏］　 殂す（『續資治通鑑長編』卷五・太祖・乾德二年・
「冬十月」条）。
　　　　①宋･徐鉉の『騎省集』卷十七・「岐王墓誌銘」によれば，十月二日に亡くなったとする。
　宋・馬令の『馬氏南唐書』によれば，李仲宣は四歳で亡くなっている。
　　 宣城公の仲宜，後主の子なり。小字は瑞保なり……乾德二年（九六四）卒す。年四歳なり。
始め宣城公に封ぜられる。［そして］岐王と追贈され，「懷獻」諡さる（『馬氏南唐書』卷七・
宗室傳第二）。
　また，景泰帝の皇太子に贈られたものより後になるが，生まれて五日で亡くなった獻帝（世
宗嘉靖帝の父）の長子の厚煕も「懷獻」と諡されている。
　　 獻帝に長子厚煕有り。生まれて五日にして殤
わかじに
す。嘉靖四年，岳王を贈られ，「懷獻」と諡
さる（『明史』卷一百十五・列傳第三・「睿宗獻皇帝」）。
　このように，意味や用例からすると，「懷獻」というのは，若くして亡くなったという事実
関係を述べた諡号であったと考えられる。
　なお，『御撰資治通鑑綱目三編』（二十卷本）によると，皇太子の変更は，つぎのように記さ
れる。
　　 夏五月，帝　故皇太子の見深を廢して沂王と爲し，子の見濟を立てて皇太子と爲す（夏五
月，帝廢故皇太子見深爲沂王，立子見濟爲皇太子）。
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　　　 初め帝　侖位し，易儲せんと欲す。而るに發するに難しとし，遲回し之を久しくす。太
監の王誠・舒良　帝の爲に謀り，先ず陳循・高穀に百金を賜い，江淵・王一寧・蕭鎡・
商輅は之を半にし，以て其の口を緘
と
ざさす。然れども猶お未だ廢せざるなり。會たま廣
西土官の黃 　私怨を以て其の弟の思明知府の［黃］ を戕
そこな
い，其の家を滅す。［黃］
　罪を懼れ，使を遣りて京師に走
ゆ
かせ上疏し，帝に密かに大計を定め，東宮を易建し，
以て中外の心を一にし，覬覦（分を越えた希望）の望みを絶たんことを請う。帝　廷臣
に下し會議さすも，相い顧みて敢えて言うもの莫し。司禮太監の興安　聲を厲しくして
曰く，此の事　已む可からず。侖ち以て不可と爲せば，署名すること勿れ。兩端を持す
ること無し，と。羣臣　皆な唯唯として署議（署名）し，奏上す。報じて可とす。侖日，
東宮官を簡置し，故太子を廢して沂王と爲し，見濟を立てて太子と爲す。天下に大赦す。
百官に詔して朔望（毎月の一日と十五日）に太子に朝せしむ（『御撰資治通鑑綱目三編』
（二十卷本）卷七・十葉～十一葉・明景帝景泰三年）。
　「資治通鑑綱目凡例」の「廢黜」についての凡例を見ると，
　　　　 凡ての正統の其の后・太子・諸侯王を廢するに，以て其の罪の實を考うる無き者は，「某
人　廢さる」と曰う（凡正統，廢其后・太子・諸侯王，而無以考其罪之實者，曰某人廢）。
　　　　　漢の彭越・陳后の類の如し（如漢彭越・陳后之類）。
　　　　罪狀の明白なる者は，「有罪」の字を加う（罪狀明白者，加有罪字）。
　　　　　 罪の已に見わるる者は，「罪を以て」と云う。反逆の大罪　已に見わるるが若きは，則ち必ずしも
加えず（罪已見者，云以罪。若反逆大罪已見，則不必加）。
　　　　罪無きは，「某人を廢す」と曰う（無罪，曰廢某人）。
　　　　　 漢の景帝の薄后・太子榮を廢すの類の如し（如漢景帝廢薄后・太子榮之類
①
）（凡例・二十八葉）。
　　　　　 ①『資治通鑑綱目』（卷四・「辛卯（前一五〇年）」条）に「辛卯（前一五〇年）七年，冬十一月，
廢太子榮爲臨江王」。
とある。
　このように，『資治通鑑綱目』的な正統観から見ると，英宗の長子見深は，「罪無く（無罪）」
して皇太子の地位を廃された，と清政権は判断していたといえる。
 （つづく）
